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必
要
が
あ
る
。
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ハ
イ
チ
地
震
１
年

　
3
1
万
人
以
上
の
死
者
を
出
し
た
ハ

イ
チ
大
地
震
か
ら
１
年
が
た
っ
た
。

今
も
約
8
0
万
人
が
テ
ン
ト
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
コ
レ
ラ
の
感
染
拡
大

が
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
。
肝
心

の
新
大
統
領
を
決
め
る
選
挙
も
め
ど

が
た
た
ず
、
復
興
へ
の
道
の
り
は
遠

く
、
険
し
そ
う
だ
。

　
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）
に

よ
る
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）

７
・
Ｏ
の
地
震
で
全
半
壊
し
た
家
屋

は
2
9
万
棟
以
上
、
被
災
者
は
３
５
０

万
人
に
上
る
。
さ
ら
に
最
近
は
不
衛

生
な
環
境
下
で
コ
レ
ラ
感
染
が
急
激

に
広
が
り
、
死
者
は
３
７
０
０
人
を

超
え
た
。
こ
れ
以
上
の
拡
大
を
防
ぐ

た
め
に
、
不
足
す
る
専
用
の
医
療
施

設
の
整
備
や
国
民
へ
の
予
防
啓
発
が

強
く
求
め
ら
れ
る
。

　
日
本
か
ら
は
陸
上
自
衛
隊
が
国
連

平
和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
に
参
加

し
、
が
れ
き
撤
去
や
道
路
補
修
を
担

‐
‐
っ
て
い
る
。
岡
山
市
に
本
部
が
あ
る

一
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
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復興への道のり険しく
も
医
師
、
看
護
師
ら
延
べ
4
4
人
を
派

遣
し
コ
レ
ラ
の
治
療
に
あ
た
っ
た
ほ
・
”

か
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
で
手
足
を
切
宍
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断
し
た
被
災
者
向
け
に
4
2
人
分
の
義

足
を
製
作
し
た
。

　
し
か
し
、
復
興
の
兆
し
は
見
え
な

い
。
が
れ
き
の
下
に
埋
も
れ
た
ま
ま

の
遺
体
は
今
も
多
く
あ
り
、
テ
ン
ト

生
活
者
は
住
居
や
職
が
な
い
た
め
離

れ
ら
れ
な
い
。
支
援
は
長
期
化
の
様

相
を
呈
し
て
お
り
、
自
衛
隊
の
派
遣

期
間
も
延
長
さ
れ
た
。

　
大
き
な
問
題
は
復
興
を
担
う
ハ
イ

チ
の
政
治
体
制
だ
。
‥
‥
‥
一
月
に
あ
っ
た

大
統
領
選
の
第
１
回
投
票
で
は
不
正

が
あ
っ
た
と
し
て
野
党
支
持
者
が
デ

モ
を
起
こ
し
、
今
月
1
6
日
に
予
定
さ

れ
て
い
た
決
選
投
票
は
２
月
以
降
に
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ず
れ
込
ん
だ
。
与
野
党
の
対
立
が
混
作

乱
に
拍
車
を
か
け
な
い
よ
う
に
国
際
づ

社
会
は
注
視
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
作

　
ハ
イ
チ
は
長
年
の
政
情
不
安
で
荒
作
‐
‐
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廃
し
、
中
南
米
の
銀
飯
国
と
も
言
わ
｛
。

れ
る
。
雇
用
、
教
育
な
ど
自
立
を
促
｛

す
支
援
も
欠
か
せ
な
い
。
効
果
的
な
一

復
興
策
を
各
国
が
連
携
し
て
進
め
る
作
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